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　平成28年度に県及び市町の消費生活相談窓口で受け付けた消費生活相談は、27,212 件で、前年度
に比べ 794 件、率にすると 2.8％の減少となりました。消費生活相談のうち、「不当請求・架空請求」
の相談件数は、全体の 14.1％と最も多くを占めています。架空請求はがきの手口等が沈静化したこと
により前年度に比べ 351 件、率にすると 8.4％減少しましたが、アダルトサイトのワンクリック請求
やサイト利用料未払い金の架空請求メールの手口等は未だ多い状況にあります。〔表１〕
　また、商品・サービス別相談件数では、１位の「インターネット通信サービス」、２位の「不動産貸借」は、
昨年度と順位が入れ替わっています。特に「インターネット通信サービス」については、27年度に前
年度比 10.0％増加したのに引き続き、28年度も前年度比 18.8％増加しています。〔表２〕

平成 28年度 消費生活相談状況から

【相談件数の推移】〔表1〕 【商品・サービス別相談件数】〔表2〕

35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0
H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

全体件数 不当請求・架空請求

※関連情報は県ウェブサイトに掲載しています。 ※「不当請求・架空請求」を除く。％は対前年度の増減の割合
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情報提供サービス

商品一般

融資サービス
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建築・工事等
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